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　　1　ジョン万次郎と日米関係の始まり
　
　まず日米関係年表をご覧いただきたいのですが，日本とアメリカの関係と言
いますと，教科書ではペリーが来航してから始まったことになっています。年
表には 1841 年に万次郎がアメリカの捕鯨船に救助されたと記してあります。
皆様方の中で，NHK の「龍馬伝」（日曜の大河ドラマ）をご覧になっている
方は，どのくらいいらっしゃいますか，恐れ入りますが挙手をお願いします。
大勢いらっしゃいますね。私も大いに楽しんでおりまして，2，3 回前の放送
でしたか，ジョン万次郎が出てまいりまして驚きました。ドラマでジョン万次
郎を見たのは初めてですが，ああいう顔をしていたのかなと興味深く見ました。
坂本龍馬も，あんなに格好よかったのかなーなどと思いながら見ております。
ジョン万次郎については，教科書ではほとんど扱っていないと思いますが，日
本とアメリカとの関係を象徴する人物だと思いますので，まずこの人物のこと
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を詳しくご紹介したいと思います。
　ジョン万次郎は，龍馬より 8 年前に同じ土佐に生まれ，14 歳の時（今の中
学 2 年生），初めて漁に出て嵐に見舞われ遭難しました。漂流を 7 日間して，
伊豆諸島の最南端にある無人島の「鳥島」に漂着しました。そこでアホウドリ
を食べながら生活をして，143 日目にアメリカの捕鯨船に救われたのです。一
緒にいた漁師仲間 4 人が万次郎より年上だったこともあって，彼はいちはやく
英語を覚え，様々な仕事もどんどん手伝い，船長に見込まれました。そしてハ
ワイに着くと，他の 4 人は船から降ろされたのですが，「アメリカに行く気が
あったら連れて行くけれど」と船長に聞かれ，彼は「連れて行って下さい」と
答えたのでした。こうして万次郎は鎖国下の日本からアメリカへ行くことに
なったのです。そして今のホームステイのような形で船長の家に滞在し，学校
にも行かせてもらいました。当時，万次郎は 14 歳で，船長は 36 歳でした。英
語でジョンと言うのは日本での太郎とか一郎とかいうのと同じ名前ですから，
ジョン万次郎と言うのは苗字がなくて名前が 2 つ続いていてちょっとおかしい
のですが，救助されたジョン・ホーランド号という船の名前と，アメリカ人に
とって親しみやすい名前ということからジョンという名前を付けられ，いつし
かジョン万次郎と呼ばれるようになったのです。
　船長は，アメリカ東海岸のマサチューセッツ州に万次郎を連れて帰り，「息
子のジョンです」といって紹介して回ったそうです。当時は非常に人種差別が
激しかった時代でした。白人である船長が自分の通っていた教会に万次郎を連
れて行ったところ，そんな黒人みたいな少年（捕鯨船で真っ黒に日焼けしてい
ました）は 2 階の席に行けと言われたそうです。船長は憤然として，私の息子
にそういう差別をするなら自分はここを止めると言って差別をしない教会に宗
旨替えをしたというぐらい万次郎を可愛がってくれました。それでも万次郎は
望郷の念が強く，10 年間あちらにいた末，ゴールドラッシュの西部カリフォ
ルニに行って，ゴールドを掘ってお金を作り，アメリカ船に便乗して日本の近
海まで来ました。そこから自分の買った小さな船で上陸するという計画を立て
ていました。そして当時の琉球（今の沖縄県）の海岸に上陸し，漂流してから
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日米関係年表
　　　　　1841　　　　万次郎，米国の捕鯨船に救助される
　　　　　　46　　　　米国初の公式使節ビッドル，幕府が拒否
　　　　　　53　　　　ペリーの黒船艦隊，浦賀に来航
　　　　　　54　　　　日米和親条約
　　　　　　58　　　　日米修好通商条約
　　　　　　68　　　　明治維新
　　　　　　94～95　　日清戦争
　　　　　1904～5　　 日露戦争
　　　　　　　　　　　～この頃まで開国期（友好の時代＝師弟関係）～
　　　　1941年12月　　日本軍，ハワイ真珠湾を空襲
　　　　　45年 4月　　米軍，沖縄本島に上陸
　　　　　　　 6月　　沖縄の日本軍全滅
　　　　　　　 8月　　広島，長崎に原爆投下
　　　　　　　　　　　日本降伏
　　　　　45年 8月　　米軍，日本進駐
　　　　　51年 5月　　マッカーサー解任，「日本人は 12 歳の少年」
　　　　　52年 4月　　占領終了
　　　　　　　　　　　～ 70 年頃まで第二の開国期（師弟関係）～
　
　　　　1981年 1月　　日米両政府，民間人 4 人ずつから成る賢人会議を設置
　　　　　　　　　　　日米関係における交渉戦術について提言
　　　　　　　　　　　米国の圧力―極力避けるべきである。
　　　　　　　　　　　日本の沈黙―積極的な発言を行うこと。
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10 年ぶりの帰国を果たしたのです。
　その 2 年後に，お手元の年表にあります 1853 年，ペリーの黒船艦隊がやっ
て来るわけです。ジョン万次郎は，もう日本語を忘れてしまっていて，何を
言っているのか分らないくらい，英語と日本語をちゃんぽんでしゃべっていた
そうですが，ペリーとの通訳にはもってこいの人でした。事実，江川太郎左衛
門という人が，万次郎を通訳として用いたいと申し出ましたが，前の水戸藩主
の水戸斉昭の強い反対にあいました。その理由は，万次郎には一命を助けられ
て 20 歳になるまで育てられたアメリカに恩義がある。そのアメリカのために
ならないことは決してしないだろう。だからそういう人物を起用するのはよく
ないということでした。こうして幕府は，当時のアメリカの事情に詳しいうえ
英語もよくできた万次郎をペリー使節団との通訳には使いませんでした。
　ちょっと余談になりますが，2007 年，万次郎がお世話になった船長の家が
廃屋寸前になり，売りに出されていました。その家を購入して修繕を行った上
で日米友好の証として記念館を開設しようという運動がおこりました。そして
聖路加国際病院の日野原重明理事長が中心になって寄付を募りました。その結
果，1 年間で 1 億 1300 万円を主に日本で集めたそうです。こうして 2009 年 5 月，
船長の地元であるマサチューセッツ州フェアヘーブンに「ホイットフィールド・
万次郎記念館」を寄贈しました。万次郎と船長のそれぞれの子孫は代々，友情
関係の火を灯し続け，いま 4 代目から 5 代目，6 代目が時折，相互訪問したり
して友好を温めているそうです。日米関係は，このように親と子または先生と
生徒という上下関係にあるときは，上手く行くのです。ジョン万次郎とホィッ
トフィールド船長の関係は，その後の日米関係を象徴するようなものではな
かったかと思います。
　2　ペリーの砲艦外交と琉球（沖縄）
　日米関係年表の 2 つ目「米国初の公式使節ビッドル，幕府が拒否」に移りま
す。皆様，学校ではペリーが来航する以前の日米関係についてはあまり習って
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いらっしゃらないと思います。実は正式な使節として，ビッドルという人物が
ペリーの来る 7 年前に日本に来ています。そのときは黒船 2 隻で来ました。日
本には小さな船しかなく，日本人は好奇心が旺盛だったので，ビッドルはまず
仲良くしようということで日本人を船に乗せて，中を見物させました。仲良く
して 1 週間から 10 日ほどして，自分はアメリカの代表で，日本と仲良くなる
ために来たのだと明かしたら，それまで親しく接していた日本人たちが，記録
によるとビッドルを突き飛ばし，我々日本は国交を開いてないから駄目だとい
うことで拒否したのです。つまり，ビッドルは友好的に国交を開こうとして失
敗したわけです。
　このことをペリーはよく知っていたものですから，最初からものすごい高姿
勢でやって来ました。ペリーは，最後に触れる沖縄とも縁がありまして，浦賀
に来る前に「行きがけの駄賃」とばかりに琉球に立ち寄りました。食料，薪，
水の供給と貯炭所という石炭を蓄えておく所の設置を認めさせました。そのさ
い琉球人に対してペリーがとった脅迫的な態度について，随行した宣教師のウ
イリアムという人が，こういう記録を残しています。非武装の琉球人に対して
「これ以上に高圧的な侵略は誰も行ったことはない」と日記に書いています。
ペリーは，日本に対しては下手に出ては絶対ダメだ，上からガンとやらなけれ
ばダメだということで，まず琉球で実践したわけです。ちなみに，琉球は王国
で，当時は薩摩藩（今の鹿児島県）の支配下にありました。
　ペリーは小笠原諸島にも寄っていますが，それは日本が開国を拒否した場
合に備えて太平洋を横断する汽船の寄港地を確保しておくのが目的でした。
ペリーが軍艦 4 隻を率いて来航し，高圧的に開国をせまった姿勢は，英語で
“gun-boat diplomacy”「砲艦外交」と言われ，日本語では「威嚇外交」「圧力
外交」「恫喝外交」とも言われます。とにかく日本は，いやいや開国させられ
たことが，この言葉からも分かります。この後，ペリーは大統領の親書の受け
渡しにも成功しました。当初，江戸幕府は，そういう話なら長崎に行くように
言いました。日本の開国をアメリカと競争したロシアのプチャーチン代表たち
は，長崎に行きました。ところが江戸との往復に時間がかかるためアメリカに
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先を越されるわけです。ペリーは，ここで親書を受け取らないなら江戸湾の奥
まで行って江戸城に大砲をぶっ放すと幕府を脅しました。アメリカ大統領から
そういう権限は与えられていなかったのですが，ペリーは非常にハッタリが強
い人でした。本来アメリカが他国と戦争をする時には，連邦議会の議決が必要
ですが，ペリーは幕府を脅かして，実際に測量をしながら江戸湾の奥深く入っ
て行くわけです。それで幕府は，その大統領の親書を渋々，受け取ったのです。
ペリーは 7 月に来ましたが，翌年 2 月に返事を受け取りに再び来るからと言っ
て立ち去りました。日本では決定までに時間がかかるということが分かってい
たのです。ペリーは，また琉球に立ち寄って貯炭所をもっと増やせとか交易す
ることなどを要求し，琉球政府が難色を示すと，200 人の兵を上陸させて王室
を占領して事態が落ち着くまで占拠を続けるぞと言って脅しました。実際に占
拠ということはありませんでしたが，アメリカ人は琉球に強烈な印象を残すこ
とになりました。
　3　日米和親条約と日米修好通商条約
　日米関係年表の 1854 年の日米和親条約，これは日本が鎖国を止めて開国を
することになった条約です。ざっと内容について触れますと，下田と函館の 2
つの港を開くこと，そこで必要な食糧や薪，水を提供すること，それから外交
官が下田に駐在することなど，アメリカの要求を全て認めました。漂流民を救
助するという名目で，こういう要求を認めさせられたわけです。万次郎が救わ
れたのは捕鯨船によってだと申しましたが，実はアメリカ人はクジラを食べま
せん。石油が発見されるまでアメリカはクジラを獲って灯油とか燃料に全部
使っていました。ですから肉は食べないで油だけ取るためにクジラを大西洋で
獲りつくし，そのあと太平洋に進出してきたというわけです。そのアメリカは
19 世紀後半に石油を発見するとクジラが不要になり，捕鯨産業は衰えました。
そして今では日本がクジラを獲るのは非常に野蛮であり，あんなに頭がいい動
物を殺すのはけしからんと非難し，日本の捕鯨に反対する国際社会の先頭に
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立っています。そんなにクジラは頭が良くて殺すのは可哀相だと主張するなら，
19 世紀にアメリカが大西洋と太平洋で大量のクジラを殺したことを謝罪して
くださいと言いたくなります。
　1858 年の日米修好通商条約については皆様ご存じの通り，これによって日
本は不平等条約を結ばされたわけです。不平等条約の主な内容として次の 2 つ
があります。1 つは領事裁判権の付与です。領事裁判権とは聞き慣れないかも
しれませんが，皆様が学校で学ばれたのは治外法権という言葉だと思います。
アメリカ人が日本で罪を犯しても一切日本では裁判ができないということで
す。沖縄では今でも同じようなことがありますね。婦女暴行事件とか，ひき逃
げ事件とかがあっても，米軍はなかなか犯人を引き渡しません。マスコミが騒
ぎ出すと，ようやく引き渡すというのが現状です。そのうち本国に帰るとか，
何とかかんとか言って，うやむやにされる印象が強くあります。もう 1 つは関
税に関することです。海外から安い物がたくさん入ってくると，自国の産業が
潰れてしまうので，関税をかけることはどの国でもやっていることですが，日
本は独自の関税はかけないという条約を結んだのです。この不平等な日米修好
通商条約を改正するのには長い年月がかかりました。例えば，領事裁判権は
1894 年の日米通商航海条約によってようやく廃止することができました。36
年かかりました。関税自主権を確立するまでには 53 年もかかりました。この
ように日本はアメリカとの不平等条約の是正に骨折ったわけです。
　4　「友好の時代」から「対立の時代」へ
　この日米関係年表で，私のメッセージを分かりやすくお伝えするために
1905 年までのところで線を引きました。というのは，日本では明治維新を
1868 年に迎えまして，それからわずか 27 年後に日清戦争で勝ち，その 10 年
後には日露戦争で勝ちました。そこで 1853 年から 1905 年までのおよそ半世紀
（正確には 52 年間ですが），この間を歴史家たちは開国期と呼んでいます。こ
れを別の表現にしますと「友好の時代」ということになります。この時期は，
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アメリカがさっき申し上げた不平等条約を日本に結ばせ，お前のところは遅れ
ているのだからとにかく先生の言うとおりにしろと言い，日本は大人しく「は
い」と聞いていた「師弟時代」ということです。この後も日本とアメリカの関
係は，アメリカが先生役をやって，日本が生徒役をやる時期が一番安定してい
て，上手く行っているのです。これは日本人としてちょっと悲しいことです。
とはいえ，我々はすでに 1200 年以上前の中国に遣唐使を送った時代から，世
界で最も進んでいる文明を摂取することにかけては，非常に優れた資質を発揮
するという特質を持っていると思います。
　1905 年の日露戦争に勝つまでアメリカは，「おー，日本は偉いね，アメリカ
学校の優等生だ。よしよし」と思っていて，日露戦争でも，ちょっと長引いた
ところをアメリカのローズベルト大統領が中に入ってくれて，日本の勝ちとい
う格好で終わる事が出来ました。ところが，その 2 年後になるとアメリカ海軍
と日本の軍部がお互いを仮想敵国として , 敵視することを始めます。つまり日
本が日清戦争，日露戦争に勝って自信を付けると，アメリカ何するものぞとい
う気持ちが出てきました。アメリカは共和制をとっていましたが，日本はヨー
ロッパの立憲君主国であるドイツやフランス，イギリスから学ぶことが多数あ
りました。アメリカにとって日本はちょっと生意気な存在になってきたわけで
す。「教え子のくせに何だよ」という感じをアメリカは持ってきたし，「先生面
しているのにたいしたことないじゃないか」と日本は思うようになりました。
そこで日露戦争の終わった 1905 年から太平洋戦争の始まる 1941 年までを，日
米「対立の時代」としてとらえおいて頂きたいと思います。
　1941 年 12 月，日本軍がハワイの真珠湾を攻撃して太平洋戦争が始まります。
この真珠湾攻撃をした山本五十六は，アメリカに留学した経験があり，日米開
戦に強く反対していた人ですが，歴史の皮肉で，真珠湾を攻撃しなければなら
ない立場になりました。まあ 1 年や 2 年なら暴れて見せますと言いました。そ
の間に外交交渉で日本の有利なようにまとめてほしいというメッセージでし
た。そして緒戦のうちは勝利に次ぐ勝利というか，大本営発表で日本中が沸き
ましたが，結末はご承知の通りになりました。
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　5　沖縄戦の意味するもの
　次にもう 1 枚の沖縄現代史の年表をご覧ください。ここで現代の沖縄につい
て皆様方の記憶をもう一度思い起こして頂きたいと思います。沖縄現代史の一
番上には，太平洋戦争が終わる 1945 年 8 月 15 日の 4 カ月前の 4 月 1 日に米
軍が沖縄本島に上陸したと書いてあります。日本の大本営は，沖縄守備軍とい
うのを米軍上陸の 1 年以上前の 44 年 3 月に創設しました。44 年 10 月 10 日に
は，那覇などが米軍の大空襲を受けて沖縄上陸が予想されていたにもかかわら
ず，大本営は守備軍の最精鋭部隊である第九師団を，台湾に移駐しました。守
備軍は当初，水際で米軍を迎え討つ作戦だったのですが，一番の精鋭部隊が台
湾へ移ってしまってはしょうがないということで，水際で迎え討つことはでき
なくなり，沖縄本島の南部での持久戦への作戦変更を余儀なくされました。
　アメリカ軍は，4 月 1 日にどれだけ上陸したかといいますと，当時の沖縄県
民は推定 45 万人で，中部の西海岸に上陸したアメリカ軍は，それを上回る総
兵力 54 万 8 千人でした。すごいですね。後方部隊を含むそうですが，沖縄県
民を上回る兵隊・兵力を投入したのに対して，守備隊は約 12 万人に過ぎませ
んでした。沖縄県民 45 万人プラス守備隊 12 万人で沖縄戦が始まったわけです。
大本営にとって沖縄戦は，長期戦に持ち込んで米軍を消耗させ，1 日でも本土
進攻を遅らせることに意義があったということです。ですから，私は 1945 年
の沖縄現代史の年表の 3 行目に書きましたが，沖縄の人にとって本土の「捨て
石」にされたということが強く印象づけられているわけです。囲碁をなさる方
はご存知かと思いますが，大きな目標のためにわざと相手に石を取らせること
を “ 捨て石 ” と言います。
　それから次に書いてある「鉄の暴風」というのは，日本が徹底抗戦をやって
いる時に，米軍が大砲，銃砲で艦砲射撃をするのですが，強い風や雨が来る暴
風ではなくて，鉄の暴風が来たということが第 2 次世界大戦中に言われました。
住民をはじめ旧制中学の生徒から成る「鉄血勤皇隊」や「ひめゆり学徒隊」の
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沖縄現代史
　　　1945．4．1　　米軍，沖縄本島に上陸
　　　　　　　　　　米，軍政開始を宣言
　　　　　　　　　・本土の「捨て石」
　　　　沖縄戦　　・「鉄の暴風」
　　　　　　　　　・「集団自決」
　　　　　　6．23　 組織的戦闘，終結
　　　　　　8．15　 日本，無条件降伏
　　　　51．9．8　　サンフランシスコ講和条約調印
　　　　　　　　　　沖縄分離統治認める
　　　　52．4．1　　琉球政府，発足
　　　　65．8．19　 佐藤首相，沖縄を初訪問
　　　　72．5．15　 沖縄が本土復帰，沖縄県発足
　　　1995．9． 4　 海兵隊員 3 人による少女暴行事件
　　　　　 10．21　 少女暴行事件に抗議し，県民総決起大会
　　　　96．4．12　 日米両政府，米軍普天間基地返還で合意
　　　2000．7．21　 名護市で九州・沖縄サミット
　　　2001．9．11　 米同時多発テロ
　　　　　　　 10　 米英軍アフガニスタン攻撃
　　　　　 03． 3　 米英軍イラク攻撃
　　　　　 06． 5　 日米両政府，普天間基地の移設先
　　　　　　　　　　名護市辺野古で合意
　　　　　 09． 9　 政権交代，鳩山政権発足
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従軍看護婦たちが次々に命を失っていきました。集団自決については，教科書
の記述をめぐって問題になったことを，ご記憶だと思います。ガマという洞窟
などに住民たちが避難していると，そこに日本軍が入ってきて，赤ん坊が泣く
と米軍に見つかるから，赤ん坊を連れてお前ら出ていけと言われたこともあっ
たそうです。生まれたばかりの赤ちゃんが泣くのは当たり前ですが，ひどい兵
隊は赤ん坊の首を絞めて殺すなどして，住民を守ってくれるはずだった守備隊
が実際には地元民を邪魔者扱いし，自分たちだけが助かることを優先していた
事例もあったということです。沖縄の人々は，そういう意味でも捨て石にされ
ました。私はこれまでに沖縄に 9 回ほど行っておりますが，沖縄県の民主党
代表が先日テレビニュースで，日本人は沖縄民族をいまだに自分たちと同じ日
本民族だとは思っていないのではないか，どこか蔑視しているのではないかと
言っておりました。
　琉球王国の時代に薩摩が侵攻したあと明治政府が発足すると，今度は琉球処
分といって琉球を日本に組み入れました。その時から日本政府は沖縄のことを
蔑視しているのではないか，そういう風に彼らは沖縄戦のときにひしひしと感
じたといいます。日本軍は自分たちの命を救ってくれないし，米軍に捕まると
何をされるか分らない。女子供は乱暴されるし，殺されるかもしれない。そん
なことをされるよりは自分で死んだほうがいいと言って，日本軍が配った手榴
弾を使うとか，家族同士で肉親を殺すというような惨事が各地で起こりました。
集団自決について日本軍は，一切命じてないと裁判で主張したようですが，日
本の文化からすると，たとえ口頭で集団自決せよと命じなくても，そういう状
況になれば集団自決を迫られるということは十分考えられると思います。
　6 月 23 日に守備軍司令官の牛島満中将（54 歳）が自決して組織的な戦闘は
終わりました。沖縄方面根拠地隊司令官だった大田実海軍少将（54 歳）は，
自決する前に大本営に最後の電報を打ち，沖縄県民の献身的な協力や悲惨な状
況を記し，この人たちを戦後大事にして欲しいと将来の配慮を求めました。沖
縄戦の日本側の死者数は 18 万 8 千人以上，米国側 1 万 2,500 人，日本側の半
数約 9 万 4 千人（推計）が住民でした。分かりやすく申し上げますと，沖縄の
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全人口の 4 分の 1 が戦死したのです。現在，癒しを求めて本土の人たちがたく
さん沖縄に行き，中には移住する人もいるという沖縄ブームが続いています。
癒されに行くのはいいですが，一番癒してほしいのは沖縄の人ではないかと，
私は沖縄へ行く度に思います。
　6　沖縄の歴史
　沖縄の歴史を少し振り返りますと，昨年（2009 年），沖縄では薩摩が侵攻し
て来て 400 年という節目の年でした。さきほど少し申し上げましたが，1609
年に薩摩藩が軍勢 3 千人を率いて沖縄に侵攻，攻め入りました。独立していた
琉球王国は，奄美大島の奄美を割譲しました。そして幕藩体制の下で薩摩の支
配下に入りましたが，琉球は以前と同じく中国にも朝貢使節を送り続けました。
朝貢とは貢物を持っていくことです。江戸にも使節を送る一方，中国にも敬意
を表するということをやっていました。ところが 1879 年，明治政府による琉
球処分（廃藩置県）で琉球王国が潰されました。そして沖縄県と呼ばれるよう
になりました。これによって尚
しょう
という王様が 500 年近く支配してきた琉球王国
は消滅したのです。
　7　原爆投下をめぐるアメリカの主張と本音
　沖縄のことから少し離れまして日米関係年表に戻って頂きますと，沖縄軍が
6 月に全滅した後，日本は軍部が最後の一花を咲かせて（そんな花は咲かない
のですが），もう一発相手に打撃を与えてから降伏しようとか，とにかく徹底
抗戦，一億玉砕とか勇ましいことを言っていました。そしてポツダム宣言を無
視した後，アメリカから原爆を投下されたわけです。
　話は現代に飛びますが，アメリカのヴァージニア州に「ニュージアム」とい
うニュース博物館があります。博物館はミュージアムと言いますから，ニュー
スの博物館で「ニュージアム」というのは何だかダジャレみたいですね。ここ
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が 1999 年に全米の何百人もの学者やジャーナリストに 20 世紀のニュースにつ
いて自由に書いてもらったところ，第 1 位は原爆投下と第二次世界大戦の終結
だったそうです。1999 年ですから，20 世紀が終わる頃です。原爆投下は，も
ちろん日本人にとっては大きな出来事ですが，アメリカ人にとってもそれほど
大きな事柄であったことがお分かり頂けると思います。
　ちなみに第 2 位はアポロ 11 号の月面着陸，第 3 位は日本軍の真珠湾攻撃だっ
たそうです。つまりアメリカ人にとって 20 世紀の三大ニュースのうち 1 位と
3 位が原爆投下と第二次世界大戦の終結，それに真珠湾攻撃だったのです。私
が 1976 年から 79 年にかけてアメリカの大学に留学していた時にキャンパスで
アンケート調査を行い，アメリカ人にとって最も恥ずべきことは何かと質問し
ました。黒人を奴隷にしたことなどが挙げられましたが，原爆投下と述べた学
生は一人もいませんでした。私は相部屋の 20 代はじめの学生に「何で君たちは，
日本に原爆投下したことを恥と思わないのか」と聞いたら，「それはパールハー
バーでお前らがやったことのお返しだ」という言い方をしました。パールハー
バーと原爆を同列に並べられては困ると思い，それから原爆の開発や製造につ
いて研究することになりました。
　原爆の製造計画は，マンハッタン計画というニューヨークのありふれた地名
が付けられ，極秘で進められました。ローズベルト大統領が亡くなった後，副
大統領から大統領に昇格したトルーマンは，以前，連邦議会の上院の委員長を
したりしていましたが，大統領になるまでこの原爆開発については全く知らさ
れていませんでした。米軍の最高機密として進められたということが分かると
思います。この原爆の製造計画は，そもそもアインシュタインが提案したもの
でした。皆さんアインシュタインのことはご存知ですね。あの舌をベローンと
出したお茶目な写真を覚えている方もいるでしょう。日本にも来たことがあり，
ノーベル物理学賞をもらった人類の誇るべき頭脳ともいうべき人です。彼はユ
ダヤ人で，ドイツに残っているとヒトラーに殺されてしまうという恐れが生じ，
アメリカに亡命したのです。彼のような優秀なユダヤ人たちが亡命する前にド
イツで核分裂が発見されました。核分裂が発見されたことで，いずれは原爆が
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発明されることが科学者たちには分かりました。もしヒトラーのドイツが先に
原爆を開発して，アメリカに落としたら大変だということで，物理学者たちが
集まってアメリカが原爆を開発するよう大統領に進言することになりました。
けれども無名の人が手紙を出しても説得力がないとして，アインシュタインに
署名してもらって原爆開発を勧める手紙を出したのです。
　直ちにではありませんでしたが，米国政府は 1942 年 8 月に原爆製造計画を始
めました。その翌年 5 月には原爆製造が成功する見通しが立ちました。ドイツ
が降伏する 2 年も前のことです。アメリカは，どこに原爆を投下するかを検討
するため軍事政策委員会を開きます。ところが，日本人として非常に情けない
のですが，その対象としてドイツの “ド” の字も出てこないのです。アメリカで
は，日本の外務省と違って，25 年とか 30 年とか経つと当時の会議の記録を公開
するのですが，公開された資料を見ますと，その理由というのがふるっています。
ドイツに投下して万一不発だったらドイツ人はそれを拾ってきて分解し，同じ
物を作ってアメリカに投下してくる恐れがあると言うのです。何を言っている
のかと思いますが，日本はそういうことが出来ないから日本に投下しようとい
うのです。日本にも原爆開発計画が全く無かったわけではありませんが，日本
の科学技術は遅れていると見なされたわけです。人間というのは，政府でも軍
でも本音は明らかにしないと思います。原爆投下の標的については，最初から
ドイツではなく日本だったということを記憶に止めて頂きたいと思います。
　私の愛読書である司馬遼太郎の「坂の上の雲」の中にこのような一節があり
ます。皆さんの中にもお読みになった方がいらっしゃると思います。「もし日
本と同じ条件の国がヨーロッパにあったとして，そして原爆投下がアメリカの
戦略にとって必要であったとしてもなお，ヨーロッパの白人国家の都市に落と
すことはためらわれたであろう。国家間における人種問題的課題は，平時では
さほど露出しない」。平時と言うのは普通の時ですね，平和な時には出ないと
いうことです。「しかし戦時というぎりぎりの政治心理の場になると，アジア
に対してならやってもいいのではないかという，そういう自制力がゆるむとい
うことにおいて顔を出している」と司馬遼太郎は述べています。これを裏付け
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る事実を 2，3 紹介します。
　1970 年，今から 40 年前にニューヨークで広島・長崎原爆写真展が開かれま
したが，その会場に置かれたノートに次のような書き込みがあったということ
です。「私達はドイツに原爆を落としたでしょうか，ロシアを爆撃するでしょ
うか」。爆撃ということはやっぱり原爆投下ということですね。「そうでなく日
本や中国に対して爆弾をとっておくのではないでしょうか。西洋に属さない国，
われわれが歴史や倫理上の親近感を感じない国に対して，と思うと吐き気がし
ます」。これは一般の大衆で原爆写真展を見た人が述べたことです。それから
カナダの元首相マッケンジー・キングは日記に次のように書いています。広島
へ原爆が投下された 8 月 6 日，「原爆が欧州の白人に対してではなく，日本人
に対して使われることになってよかった」と。それから日本文学の英訳で著名
なサイデンステッカーという人がいますが，この人も原爆投下について「やは
り人種的偏見があったとする意見は多い」と述べています。
　アメリカ政府はどう言っているか。トルーマン大統領は，原爆を投下した広
島で 10 万人の命が一瞬にして奪われた 16 時間後に声明を発表し，冒頭でこう
いうことを言っています。「日本はパールハーバーによって空から戦争を開始
した。彼らは何倍もの報復を被った」と。私がアメリカのキャンパスで学生か
ら聞いたのと同じ理由，「それはパールハーバーのお返し」だと当時の大統領
が言っているわけです。しかしアメリカ人たちも，トルーマンも心の奥底では
良心の呵責があると見えて，原爆を落とさないで本土上陸作戦を決行していれ
ば，米軍の死傷者数はすごく多かっただろうということを戦後になって盛んに
言いました。米軍は沖縄でも 1 万 2500 人の死者を出しましたが，そのときの
抵抗がものすごくて恐怖を覚えたといいます。だから，オレンジ作戦といって
九州の南部から上陸し，本土上陸作戦を決行したならば，米軍の死傷者数は非
常に多数にのぼるだろうと考えたというわけです。原爆投下を正当化するため
に，その数字は戦争が終わってからどんどん増えていきました。最終的には戦
時中の陸軍長官スティムソン（京都への原爆投下を回避した人ではあるのです
が）が，原爆投下を正当化する論文を書きました。「もしも原爆を投下しない
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で本土に，日本の本土に上陸していたらば，米軍の死傷者は 100 万人になって
いた」と述べています。
　原爆が投下されてから 50 年目の 1995 年，米国スミソニアン協会の国立航空
宇宙博物館は原爆投下 50 周年を記念して原爆展を開催しようとしました。企
画した人たちは修正主義者といって，今までアメリカ人は飛行機の上からしか
原爆のことを議論しなかったけれど，地上の被害がいかに悲惨な状態だったの
か，その写真を展示することを企画したわけです。ところが，それに対して退
役軍人 600 万人から成る団体が猛烈に反発し，あれでは自分の孫たちが見に
行ったら，まるで爺さんたちは何か悪魔みたいに悪いことをしたみたいではな
いかと思うと抗議しました。もともと日本人は原爆を落とす前にパールハー
バーのような悪いことをしているのだから，そのお返しをしただけなのに，（広
島へ行かれた方はご存知と思いますが）真っ黒焦げになった遺体が床に転がっ
ている写真とか，ひしゃげて真っ黒になった弁当箱とか，そういう物まで展示
するとはとんでもないということでした。このため主催者は台本を 4 回も書き
換えましたが，それでも退役軍人たちは納得せず，連邦議会でも反対の声が高
まり，とうとう原爆を投下したエノラゲイという飛行機の展示だけになってし
まったのでした。
　原爆投下に関する専門家である米国スタンフォード大学のバーンスタイン教
授は，公開された当時の政府高官の資料を調べたところ，日本本土に侵攻し
た場合の最悪の予測でも死者は 4 万 6 千人だったことを明らかにしています。
このバーンスタイン教授は，投下 50 周年の原爆展のアドバイザーも務めまし
たが，1995 年に「原爆投下は何を問いかける」というタイトルで論文を書き，
衝撃的なことを述べています。「アメリカ市民とその指導者の多くにとって日
本人は黄色い人間以下の存在に思えた」と。yellow subhumans という英語で表
現しています。いろいろご紹介しましたが，残念ながら原爆投下には，やはり
人種偏見・差別というのがあったし，日本人だけでなくアジア人に対してなら
落としてもいい，しかし白人には落とさない，落とせないといったことが多分
あったのではないかと思います。このことは日本人が記憶に止めておいたほう
